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1. 緒  言 

1.1 海図は 

海図は船の航行安全に必要なものとして最新のもの

を船に備えなければならない(船舶安全法、設備既定等)。

SOLAS にも同様な規定がある。一方で、昨年よりは

ECDIS(電子海図表示情報装置)の設置が義務付けられ

ることになって、電子海図への比重がたかまつている。

とは言えあくまでも基本は紙海図に間違いない。 

本稿では、その海図の初期の成り立ちについて考える。 

 

1.2. 古来、海の交通は 

古来、海の交通は地中海中心のヨーロッパと、イン

ド・東ｱｼﾞｱに於いて発展した。ヨーロッパでは、BC100

年頃から既に海図の様な遺物が存在したことが知られ

ている。ローマ時代、ローマの外港オスティアを中心に

地中海、黒海に船舶の往来が定期化されていた。地中海

では、可なり詳しい水路誌が集積されており海岸線の把

握は正確であった。例えば、プトレマイオス 2 世(前 308

～前 246)の水先案内人ティモステネスが「地中海の水

路誌」を書いていたという。然し、大部分は散逸して現

存していない(1)。 

「プトレマイオスの世界図」という画期的な地理学上

の成果を上げたのは、同姓ながら王ではなく、約 300

年あとにローマに生まれエジプトのアレクサンドリア

で活躍したローマ時代きっての万有学者クラディオ

ス・プトレマイオス(83～168 頃)であつた。彼の偉業の

中にもこのティモステネスの成果が利用されたと考え

られている(1)(4)。 

 

1.3. アジアでも 1C には 

アジアでも 1C には季節風を利用した海の道の利用が

盛んとなった 2)し、卑弥呼(~248)以前にも倭王が後漢よ

り金印を贈られ(57)ているように東シナ海に交通があ

った。又遣隋・遣唐使(600~894)の渡海は危険な航海と

されてはいたが、一方では既にイスラム海商、新羅海人

の活躍などによる海のｼﾙｸﾛｰﾄﾞが現実に存在していた 3)。

ただ共に海図として確認されたものはないが、それに相

当する秘図の存在は間違いないであろう。 

 

1.4 植民地時代 

植民地時代に向けて西欧が動きを急にするのが大航

海時代であるが、そこには、海上の道を示唆する千年に

亘る先達たちの有形無形の蓄積があったことを知らねば

ならない。この様な状況だが、最も古い、人の手で描か

れた「コンパス」チャートのようなものは 14 世紀(14C)

に始まるとされている。14C 半までに銅版印刷又は木版

印刷ができ、最初の地図図書やチャートが出来たのがイ

タリアであるが、百年後にはオランダ移り発展した。1693

年迄英国は、これらに依存していたが、以後グリニッジ

天文台などの整備から航海科学などの分野でトツプに躍

り出ることになる 1)。 

 

2.海図のはじまり  

2.1 海図のはじまり 

狭義には、海図とは、例えば海上保安庁刊行のもので

は航海用海図、海岸図、港泊図、特殊図、海の基本図を

指すことになるが、広義には世界図を含めて大航海時代

の新航路開拓によって明らかなった世界図をも意味して

いると理解する。ここでとりあげるものは後者に類する

ものである。海図の始まりを代表するものとして常にそ

の下敷きとして取り上げられる「ﾌﾟﾄﾚﾏｲｵｽの世界図」の

他に、3 種をとりあげた。然し、東洋のものについては別

報で取り扱う事として、本稿では取り上げない。。 

 

2.2「プトレマイオスの世界図」150年頃の世界図 

Fig.1 Ptolemy’s world map, 4)の 210、211 頁 

 

作者クラディオス・プトレマイオス(83～168 頃) は、２

世紀にエジプトのアレキサンドリアで活躍した古代ロー

マの天文学者、数学者、地理学者、星占術師である。主

著の「アマルゲス」は、天動説を球面幾何学等最先端の

数学により数学的に集大成し、以後何世紀もの間天文学

の教科書の地位を保ったという。 

この世界図の特徴は、インド洋が陸封されていること

である。さすがにこの時代としては地中海が大きく描か

れているが、西はカナリヤ諸島から東はインド洋から更

に東まで描かれている。南シナ海を示しているとも解さ

れる。之は、当時 2C、既に 6)等による東方域の情報など
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が加味されていたものと解されて興味深い。この地図は、

後世、多くの海図のベースとなったもので、別格の世界

図、海図としての評価が高い。 

 

3.世界最初の海図 

コロンブスに始まる大航海時代の世界の新航路開拓が

進むが、これらは国家プロゼクトであるとともに利権を

伴うもので、特にポヘルトガル王家は厳重に秘匿したさ

れる。然し 17C になると、印刷海図の普及が始まること

になる 1)。現在、文献には古代海図と称されるものが年

代ごとに示されている。従って海図の定義も含め、最初

の海図を規定するには曖昧さはあるが、ここでは専門

家・関係者が世界最初として選ぶ 3 種をとりあげる。 

 

3.1 ポルトラーノ海図,ピーザ図 13世紀末 

現存する世界最古のポルトラーノ型海図とされるパリ

国立図書館蔵を次に示す 6) 10)等。(ポトラーノ porthan 

chart、または portolan,portolano はイタリア語の航海案

内書 14))。これは、中国にて発明され 13C にヨーロッパ

に伝えられた羅針盤によって、イタリアを中心に作られ

るようになった羊皮紙の海図で、若干のコンパス方位盤 

(コンパスローズ) を適宜の位置において 32 方位の羅針

方位線が引かれている。水深は記載してないが，海岸線

や島が当時としては非常に正確に表わされ，港や岬の名

称も詳しく書かれているものをポルラート (型 )海図

(porthan chart)とよぶ。ポルトラーノ海図は 14C から

16C にかけて地中海地方で多く作られたとされる。 

 Fig.2  ‘Carte Pisane’ ,portolano.10) 

 

ここには、地中海・黒海の全域が収められている。 

海岸地形のみで内陸地名が無いことからして、海図であ

ることは明瞭。一般に、ポルトラーノでは、方位線の色

を主方位(普通 8 方位)の黒、その 1/2 方位の緑、1/4 方

位の赤の 3 種にわける。針路(等角航路)は平行定規を使

って探し求めるので、錯綜する方位線はそれを容易にす

るものである。と 9)に解説されている。 

 

3.2 カンティーノ世界図(平面天球図) 1502 年 

   Cantino planisphere 

 

 

Fig.3  The Cantino World Map, Wikipedia, etc. 
   Biglioteca Estense,Modena,Italy. ﾓﾃﾞｲﾅ 図書館 

 

この世界図はポルトガルの記念碑的な地図であると

同時に、世界観にもとづく世界図から測量に基づく世界

地図にの展開をつげる画期的な図である 10)。又、ポル

トガル王家のインド航路開拓プロゼクトの熱意とその

意味するもの大きさを秘めた大きな歴史的価値を孕ん

でもいる。更に興味をそそるのは、その地図に秘められ

たドラマである。要点は以下のとおり 

(1)地図の評価 

①測量また天測による経緯度の世界を作図しようとし

た最初の世界地図 

②インド洋の陸封を解放。この図作成の 4 年前のｳﾞｱｽｺ

ﾀﾞｶﾞﾏの喜望峰経由インド航路発見の成果を示す。 

③西インド諸島(10 年前のｺﾛﾝﾌﾞｽの第 1 次成果)、ブジル

(2 年前の 1500 年のポルトガル人・カブラルによるブ

ラジル発見)、更に中国域までもふくむ。 

④トルデシリャス条約線を示す。これは、1494 年 6 月

にスペインとポルトガルの間で結ばれローマ教皇の

承認を得たものでヨーロッパ以外の世界を両国で新

領土を分割するもの。ブラジルの東部を通る南北線。 

(2)現存するのは、模写。 

当時イタリアのフェラーラ侯爵(ﾌｪﾗｰﾗはｳﾞｪﾈﾁｱの南

西約 80km) の為に、秘かに承認なしにコピーされた

もので、1502 年に取得した外交エンゼント Alberto 

Cantino にちなんで命名されている。その年中にイタ

リアへ持ち出された。本物は 1755 年のリスボン大地

震と大火によりホルトガル王室秘匿の地図類と共にす

べて灰燼に帰し、秘かに模写したもののみが奇跡的に

残ることになった。 

 

3.3 フランシスコ ロッセリー作「The World」1508 
  年 

これは、世界最大級の英国海事博物館(ロンドン・グ

リニッジ)の海図コレクションの中から歴史的なものを

まとめ収録した「The Sea Chart」4)に於いて世界最初

の海図(sea chart)の一つとして掲載しているものであ

る。この道の専門家の示す権威あるものとしてここに取

りあげた。著者両名は、1973 年この本の出版時に夫々

英国海事博物館の天文部長と海図関係の著書のある学

芸員であり又、監修者 G S リッチー海軍少将は 

President of the Directing Committee of International 

 Hydrographic Bureau でもある 4),11)。 

 

Fig. 4 Francesco Rosselli The World Map 1508 年 5)。140 

x 280mm、上質皮紙・銅版画 

 

作者フ・ロツセリー(1447~1513)はフローレンス生ま

https://kotobank.jp/word/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%B9-1477177
https://kotobank.jp/word/%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%BA-193052
https://kotobank.jp/word/%E7%BE%85%E9%87%9D%E6%96%B9%E4%BD%8D-407735
https://kotobank.jp/word/%E7%BE%85%E9%87%9D%E6%96%B9%E4%BD%8D-407735


れで画家・地図作者。コロンブスの第 4 次航海 (1502- 

04)の直後、ヴェニスで 1508 年にこれを作成した。南米

本土、西インド諸島などが描かれている。綺麗なカラー

表紙プリントされた chart としては最も初期のもののひ

とつで、「プトレマイオスの地理学」影響が指摘される。

20Cになって発見されたものである。フ・ロツセリーはま

た、「mantled World Map of 1506」下の第 5 図の製作し

たことでも有名で、このコピーは大英博物館に所蔵され

ている等の解説がある(詳細は 11))。 

 

 
 

Fig. 5 Fracesco Rosselli’s oval planisphere.世界図 1506 年 

 

４.挑戦者たち 
4.1 コロンブスとエンリケ航海王子 

大航海時代の扉を開いた多くの先駆者が挙げられるが

特にこの二人をあげる。両者は広く知られているが、コ

ロンブス(1451 頃～1506)については、インド、ジパング

への航路は西航が近いとする間違った学説を信じたとし

ても、自ら立案し、ホルトガル王家に断られても更にス

ペイン王家の説得に努め、イスラムのイベリヤ半島から

駆逐のレコンキスタ(718～1492)の最終段階であるアル

ハンブラ宮殿の陥落(1492)というエポックに助けられた

幸運もあるが、遂に自力で探検航海を立ち上げたのは正

に挑戦者に値する。それにも増して劣らないのは、スペ

イン・ジョアン 1 世(在位 1385～1433)の 3男・エンリケ

航海王子(1394～1460)である。父王の意志を継ぎ、 

インド航路開拓に自ら取り組む。造船所、船員学校の設

立と共にアフリカ西岸の探検を南進、遺志を継ぐジョア

ン2世(在位1481～1495)、マヌエル1世(在位1495～1521)

と、アフリカ東岸の探査も並行しながら、遂に 1498 年 5

月 20日インド・カリカット着を勝ち取る事となる。挑戦

者の執念といえる。海図のエポックを築いた。 

 

4.2 主要な発見者・年代等 

 
Fig. 6 Navigator Name, New Discovery, Full Name, 

Nationality, Birth and death 

 

コロンブスの第 1 次航海出発 1492 年から約 20 年の間

に世界が大きく展開していったことがわかる。 

 

4.3 .「エリュトゥラー海案内記」 6) 

この案内記は 1 世紀に書かれたもので、原本は現存せ

ず、写本として9-10世紀のハイデルベルグ大学所蔵本と、

その転写とみられる 14-15 世紀の大英図書館所蔵本しか

ないらしい。 

日本語訳で A5 判用紙 9-10 枚、20,000 字にも及ぶ村川

健太郎氏の 6)がある。氏の考証によると西暦 1C の 60

～70 年の作とされる説が有力。著者は不詳だが、エジ

プト・アレキサンドリアのギリシャ系の商人で、その多

くの旅行経験に元づく案内記である。エリュトウラー海

とは紅海の事であるが、ここではインド洋、更に東方域

の各地の見聞が記された小冊子である。 

Fig. 7 Periplus of the Erythraean Sea, Route and trade goods  
 

ここにも既に 1C という大航海時代のずっと以前から既

にこのような「海の道」が開けていたことがわかる。 

第 7 図は、その交易品と航路を示す。更に 1 世紀のも

のとして、南シナ海が描かれているのは興味深く、マ

レー半島の北にあると記述中に出て来る「ティーナイ

(Thinai)」は「シナ」中国のことと考えられ、西方人

の書に「シナ」の名が現れた最も古い例とされる。 

4.4 「コロンブスの探検航海」6) 

コロンブスの探検航海はあまりにもよく知られた

ところであるが、本稿と関係深いもののみを示すに

止める。 

 
Fig. 8 Columbus voyage route.  Edit ,H.Okamoto 

 

彼はジェノバの生まれではあるが多彩な経歴を有し



ており、遂に偉業を成し遂げるが、マデイラ諸島(モ

ロッコ沖、西方約 800km)のポルト・サンテスで結婚、

長男をもうけている。西方への航海基地等、彼への

島の関係者の支援が見逃せない、といわれる。また、

最古の地球儀を作ったマルテインベハイムとも交流、

意見を交換したといわれるし、又「プトレマイオス

の世界図」の影響も大きいといわれる。 

8図はコロンブスの 4次にわたる航路などを示す。 

更に、コロンブスが、第３次航海後に考えた下記

の地形図は、まさにアジアの東に南アメリカなどが

繋がっていて、その 10 年後につくられたロッセリー

1508 年のチャートと似ているのが興味深い。 

Fig. 9 New topographic map of Asia, thought of 
Columbus by Barutorome Colon 8) 

 

彼自身は地図製作者として一家をなし生計を立てて

いた時期もあるとされるが、特に海図としてのこされた

ものは無いようである。 

 

5.結び 
 厳密な定義は別にして、近代海図に至る前に、航

海の為に用いられた海図として、世界最初とされる

もの 3 種を紹介した。 

まずは 13C 末のポルトラーノ海図、次の２つは

1502 年カンティーノ世界図、と 1508 年のフランシ

スコ・ロッセリーの「The World」である。これらの

海図のベースとして「プテロマイオス地理学、世界

図」に代表されるギリシャ・ローマ時代からの優れ

た天文、数学、地理を含む研究などの積み重ねられ

た知見の厖大な集積が背景にあって、更にコロンブ

スに代表される時代を切り開く探検者の貴重な情報

が重層的に働いていることを実感した。中でも「プ

トレマイオスの地理学」の翻訳図書(2)を開いた時の

驚きは格別であった。正に我が国では、邪馬台国・

卑弥呼の時代であるにもかかわらず、海の向こうの

ローマ・ギリシャ・エジプトでは、ここまでに客観

的、解析的な学問が進んでいたという事実への畏敬

である。 

又、文献 6) の示す、既に 1 世紀には航海者、商人

が南シナ海近辺までの航海・旅行の知見が世界図の

ベースの一つになっていることがわかる。 

然し、２世紀ごろの東アジアではシルクロードを

開いたとされる漢の武帝が南海に進出したとされる

し、以後この海域にはイスラム商人が既にペルシャ

から中国・福建・舟山に商圏を確保していた事実が

ある。更に韓国・新羅の航海者・海商もこの海域を

かなり自由に行き来していた事実もある。又、15C

には鄭和はアフリカ東岸に達している。彼らは何が

しかの海図的なものを持っていた筈である。これら

については、別途検討する必要がある。 

新航路発見にスペイン、ポルトガル王家、政府は

大きな勢力を掛けるが、その努力は経済的に大きく

報われた。メキシコをはじめとする中南米から東ア

ジアを含む植民地における長年の収奪は莫大な富を

もたらすことになったのは歴史の示す所である。 

各国は海図の重要性を認識し以下の様に水路局を

設けることになる(国名と開設年)。 

フランス 1720、 英国 1795、 スペイン 1800、

米国 1807、1830、印度 1827、ポルトガル 1849、

ドイツ 1861、日本 1871、オランダ 1874、 

カナダ 1904、   、中國   1949、韓国 1949 

(終わり) 
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